
 
 

                     /14 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑシリーズ用サンプルプログラムマニュアル 

（Ethernet インターフェースユニット⇔ 

パトライト製ＶＭ９６Ａ Ｅシリーズ接続用） 

 

 
 



 
 

                     /14 2 

改定履歴 
 

バージョン 改定日 改定内容 
１．００ 2009/7/10 新規作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

                     /14 3 

 １．概要  
１．１ラダーサンプルプログラム概要 .............................................................................4 
１．２システム構成..........................................................................................................4 
１．３サンプルラダープログラム機能内容 ......................................................................4 
１．４サンプルプログラムの使用前提条件 ......................................................................5 
１．５関連マニュアル ......................................................................................................6 
１．６お願い ....................................................................................................................6 

２．サンプルラダー詳細説明 ...............................................................................................7 
２．１画面表示 .................................................................................................................7 
１）プログラム入力 ......................................................................................................7 
２）プログラム出力 ......................................................................................................7 
３）使用デバイス..........................................................................................................8 
４）イベントフロー ......................................................................................................8 
５）タイミングチャート ...............................................................................................8 

２．２数値表示 .................................................................................................................9 
１）プログラム入力 ......................................................................................................9 
２）プログラム出力 ......................................................................................................9 
３）使用デバイス........................................................................................................10 
４）イベントフロー ....................................................................................................10 
５）タイミングチャート .............................................................................................10 

２．3 メッセージ表示 ..................................................................................................... 11 
１）プログラム入力 .................................................................................................... 11 
２）プログラム出力 .................................................................................................... 11 
３）使用デバイス........................................................................................................12 
４）イベントフロー ....................................................................................................13 
５）タイミングチャート .............................................................................................13 

２．４補足事項 ...............................................................................................................14 
１）通信エラー発生時の処理 ......................................................................................14 
２）ＶＭからＡＣＫ返信が無い場合の処理 ................................................................14 

 



 
 

                     /14 4 

１．概要 
１．１ラダーサンプルプログラム概要 
 本ラダープログラムは、ＱシリーズＣＰＵと Ethernet インターフェースユニットを 
使用してパトライト製ＬＥＤ表示器ボードＶＭ９６Ａ（Ｅシリーズ）を制御する 
プログラムのサンプルです。 
 
１．２システム構成 
 本サンプルプログラムのシステム構成は以下の通りです。 

 

           
 
Ｎｏ． 機器名 説明 
１ Ｑシリーズシーケンサ  
２ ＱＪ７１Ｅ７１－１００ Ethernet インターフェースユニット 
３ ＶＭ９６Ａ Ｅシリーズ パトライト製ＬＥＤ表示ボード（以降ＶＭと表記） 

 
 
１．３サンプルラダープログラム機能内容 
 
Ｎｏ． サンプルプログラム 内容 
１ 画面表示 ＶＭに指定画面を表示します。 
２ 数値表示 ＶＭに指定数値を表示します。 
３ メッセージ表示 ＶＭにメッセージを表示します 

 
 

ＱＪ７１Ｅ７１－１００ 

（Ethernet インターフェースユニット） 

シーケンサＣＰＵ 

パトライト製ＬＥＤ表示ボード 

図１．システム構成図 

ＬＡＮケーブル 
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１．４サンプルプログラムの使用前提条件 
１）制約事項 
 本サンプルラダーはエラー処理を含んでおりません。エラー処理については、お客様 
のシステムや要求動作に合わせて、別途作成してください。 
 
２）Ethernet インターフェースユニットとＶＭの設定と内容 
 本プログラムで使用するＱＪ７１Ｅ７１－１００（Ethernet インターフェースユニット） 
とＶＭ９６Ａ Ｅシリーズ(以下ＶＭと表記)の設定と内容を以下に説明します。 
各設定の方法は、各機器のマニュアルおよび GX-Developer のマニュアルを参照して 
ください。なおＱＪ７１Ｅ７１－１００の設定には GX-Developer、ＶＭの設定には 
パトライト製画面入力ソフトウェアＶＭ－ＷｉｎＲが必要です。 
 
① ＱＪ７１Ｅ７１－１００の情報 

項目 内容 
種別 インテリ Ｉ／Ｏ割付設定 

先頭ＸＹ ００００ 

ネットワーク種別 Ethernet 

先頭Ｉ／Ｏ ００００ 

ネットワークＮｏ． １ 

グループＮｏ． １ 

ネットワーク設定 

局番 １ 

交信データコード設定 バイナリコード通信 

イニシャルタイミング設定 常にＯＰＥＮ待ち 

ＩＰアドレス 例：192.168.0.200 

送信フレーム設定 Ethernet 

Ethernet 動作設定 

ＴＣＰ生存確認設定 ＫeepAlive 

プロトコル ＴＣＰ 

オープン方式 Active 

ペアリングオープン ペアにする 

生存確認 確認しない 

自局ポート番号 例：2900 

交信相手ＩＰアドレス ＶＭのＩＰアドレスを設定して 

ください。例：192.168.0.250 

オープン設定 

交信相手ポート番号 10600 固定 

②ＶＭの情報 
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項目 設定内容 設定値 
ＬＡＮ環境設定 ＶＭのＩＰアドレス 例：192.168.0.250 
タイプ設定 動作モード 通信モード 
プロジェクト情報 BCD/BIN モード ＢＣＤ 

表示 例：LAW0100 アドレス設定 
メッセージ表示 1 例：LAW0300 
受信方式 ENQ+ID+ESC+MODE+Ax+Dx+CR シリアル通信モード 
返信方式 ACK or NACK 

 最低以上の項目は設定が必要です。詳細はＶＭ／ＶＭＳシリーズ本体総合マニュアル 
を参照してください。 
 
１．５関連マニュアル 

以下のマニュアルを参照してください。 
 
・ Ｑ対応 Ethernet インターフェースユニットユーザーズマニュアル 
・ GX-Developer Version8 オペレーションマニュアル 
・ ＶＭ／ＶＭＳシリーズ本体総合マニュアル 

 
１．６お願い 
本書はサンプルラダーの機能を説明した資料です。ユニットやシーケンサの使用上の制限 
事項などについては記載されていません。ご使用に当りましては、必ず対象製品のユーザ 
ーズマニュアルをお読みいただきますようにお願い申し上げます。 
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２．サンプルラダー詳細説明 
 本ラダープログラムは、Ethernet インターフェースユニット経由でＶＭに画面表示 
等を行うサンプルプログラムです。以下に機能毎のサンプルプログラムの詳細を説明 
します。 
 
２．１画面表示 
 本プログラムはＶＭに指定画面を表示するプログラムです。 
 
１）プログラム入力 
 本プログラムの入力すべき項目を示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 備考 

１ Ｄ１００ ＶＭの表示に設定されているアドレスを入力 

例：ＬＡＷ１００→Ｈ０１００ 

ＶM-WinＲで設定 

２ Ｄ１０１ ＶＭに表示する画面番号を入力 

例：画面番号２００→Ｈ０２００ 

VM/VMS シリーズ 

本体総合マニュアル5章 

キャストの表示方法 

参照 

３ Ｍ１００ 画面表示要求 立ち上がりで画面表示

実行 

 
２）プログラム出力 
本プログラムで出力する情報を以下に示します。 

Ｎｏ． デバイス名 用途 内容 
１ Ｍ１０１ ＡＣＫ受信終了フラグ ＶＭの ACK 返信受信で１スキャン ON 

２ Ｍ１０２ コネクションオープン 

エラーフラグ 

コネクションオープンエラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

３ Ｍ１０３ 送信エラーフラグ 送信エラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

４ Ｍ１０４ 受信エラーフラグ ＡＣＫ受信のエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

５ Ｍ１０５ 非ＡＣＫ返信フラグ ＶＭからの返信がＡＣＫでない時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

６ Ｍ１０６ コネクションクローズ 

エラーフラグ 

コネクションクローズエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 
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３）使用デバイス 
本プログラムで使用するデバイスを以下に示します。 

Ｎｏ． デバイス名 用途 備考 
１ Ｄ１０２～Ｄ１６１ 内部演算で使用  

２ Ｍ１１０～Ｍ１８９ 内部演算で使用  

３ Ｚ０、Ｚ１ 内部演算で使用  

４ Ｔ０ 内部演算で使用  

 
４）イベントフロー 
本プログラムでのイベントフローを以下に示します。 
 
 
 
 
 
 

 
               図２．イベントフロー 
 
５）タイミングチャート 
 本プログラムのタイミングチャートを以下に示します。 

 
              図３．タイミングチャート 
 

コマンド送信 

画面表示要求(M100) 

（→本プログラム） 

画面表示コマンド送信 

（ＱＪ７１Ｅ７１－１００→ＶＭ）

ＡＣＫ返信 

（ＶＭ→ＱＪ７１Ｅ７１－１００） 

ＡＣＫ受信完了(M101) 

（本プログラム→） 

画面表示 

（ＶＭ） 
画面表示 

ＡＣＫ返信 

QCPU ＶＭ 

画面表示コマンド 

送信 
ＡＣＫ返信 
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２．２数値表示 
本プログラムはＶＭに数値表示タグを用いて数値を表示するプログラムです。 
 
１）プログラム入力 
 本プログラムの入力すべき項目を示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 備考 

１ Ｄ２００ ＶＭの数値表示タグに設定されているアドレス 

を入力    例：ＬＡＷ２００→Ｈ０２００ 

ＶM-WinＲで設定 

２ Ｄ２０１ ＶＭに表示する数値（下位４桁） 

 例：Ｈ５６７８ 

VM/VMS シリーズ 

本体総合マニュアル 

5 章 数値を表示する 

参照 

３ Ｄ２０２ ＶＭに表示する数値（上位４桁） 

 例：Ｈ１２３４ 

同上 

４ Ｍ２００ 数値表示要求 立ち上がりで数値 

表示実行 

 
２）プログラム出力 
本プログラムで出力する情報を以下に示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 内容 

１ Ｍ２０１ ＡＣＫ受信終了フラグ ＶＭの ACK 返信受信で１スキャン ON 

２ Ｍ２０２ コネクションオープン 

エラーフラグ 

コネクションオープンエラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

３ Ｍ２０３ 送信エラーフラグ 送信エラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

４ Ｍ２０４ 受信エラーフラグ ＡＣＫ受信のエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

５ Ｍ２０５ 非ＡＣＫ返信フラグ ＶＭからの返信がＡＣＫでない時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

６ Ｍ２０６ コネクションクローズ 

エラーフラグ 

コネクションクローズエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 
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３）使用デバイス 
本プログラムで使用するデバイスを以下に示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 備考 

１ Ｄ１０２～Ｄ１６９ 内部演算で使用  

２ Ｍ１１０～Ｍ１８９ 内部演算で使用  

３ Ｚ０、Ｚ１ 内部演算で使用  

４ Ｔ０ 内部演算で使用  

４）イベントフロー 
本プログラムでのイベントフローを以下に示します。 

 
              図４．イベントフロー 
 
５）タイミングチャート 
本プログラムのタイミングチャートを以下に示します。 

 
図５．タイミングチャート 

 

コマンド送信 

数値表示要求(M200) 

（→本プログラム） 

数値表示コマンド送信 

（ＱＪ７１Ｅ７１－１００→ＶＭ） 

ＡＣＫ返信 

（ＶＭ→ＱＪ７１Ｅ７１－１００） 

ＡＣＫ受信完了(M201) 

（本プログラム→） 

数値表示 

（ＶＭ） 
数値表示 

ＡＣＫ返信 

QCPU ＶＭ 

数値表示コマンド 

送信 
ＡＣＫ返信 



 
 

                     /14 11 

２．3 メッセージ表示 
本プログラムはＶＭにメッセージ表示を行うプログラムです。 
 
１）プログラム入力 
 本プログラムの入力すべき項目を示します。 
Ｎｏ． デバイス名 設定値 例※ 備考 

１ Ｄ５７０ ＶＭのメッセージ表示に設定されている 

アドレスを入力 

例：ＬＡＷ３００→Ｈ０３００ 

H300 VM/VMS シリーズ

本体総合マニュア

ル 5 章メッセージ 

表示等参照 

２ Ｄ５７１ ステージ番号 H0001 同上 

３ Ｄ５７２ 機能、モード H0200 同上 

４ Ｄ５８６～ 

６１５ 

メッセージデータの文字コード（文字のデータ 

数は必ず偶数バイトであること、最大６０ 

バイト）文字データの次のアドレスには必ず 

終了コード００００Ｈをセットすること。 

“メッセ 

ージ 

デモ” 

同上 

５ Ｄ６１６ ００００Ｈ固定 H0000 同上 

６ Ｍ３００ メッセージ表示要求 － 立ち上がりでメッ 

セージ表示実行 

７ Ｍ３０７ ＯＮでＤ５７０～にサンプルのデータを 

セットします。（“メッセージデモ”をステージ１ 

（アドレスは LAW300）に橙色で表示する例。） 

－ M300 を ON する 

１スキャン以上前 

に ON すること 

※例：M307ＯＮでセットされるデータ 

 

２）プログラム出力 
本プログラムで出力する情報を以下に示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 内容 

１ Ｍ３０１ ＡＣＫ受信終了フラグ ＶＭの ACK 返信受信で１スキャン ON 

２ Ｍ３０２ コネクションオープン 

エラーフラグ 

コネクションオープンエラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

３ Ｍ３０３ 送信エラーフラグ 送信エラー発生時 ON 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

４ Ｍ３０４ 受信エラーフラグ ＡＣＫ受信のエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 
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Ｎｏ． デバイス名 用途 内容 
５ Ｍ３０５ 非ＡＣＫ返信フラグ ＶＭからの返信がＡＣＫでない時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

６ Ｍ３０６ コネクションクローズ 

エラーフラグ 

コネクションクローズエラー発生時ＯＮ 

（ＯＦＦはユーザープログラムで実行のこと） 

 
３）使用デバイス 
本プログラムで使用するデバイスを以下に示します。 
Ｎｏ． デバイス名 用途 備考 

１ Ｄ１０２～Ｄ５６５ 内部演算で使用  

２ Ｍ１１０～Ｍ１９１ 内部演算で使用  

３ Ｚ０、Ｚ１ 内部演算で使用  

４ Ｔ０ 内部演算で使用  

 
以下のデバイスは固定値が設定されています。ラダープログラムを修正して設定値を変更 
することにより、メッセージ表示の表示状態を変更することが可能です。 
Ｎｏ． デバイス名 設定値 固定値 内容 

４ Ｄ５７３ 表示色、背景色 HFC00 黒地に橙色で文字を表示 

５ Ｄ５７４ 影色、文字スタイル H0000 文字を影無し、強調無しで表示 

６ Ｄ５７５ 表示色２、背景色２ H0000 表示色２：黒、背景色２：黒 

７ Ｄ５７６ 影色２，００ H0000 影無しのため未使用 

８ Ｄ５７７ 縦倍率、横倍率 H0101 縦：１倍 横：１倍 

９ Ｄ５７８ 座標Ｘ H0000 座標：０ 

１０ Ｄ５７９ 座標Ｙ H0000 座標：０ 

１１ Ｄ５８０ 縦表示範囲（０００１固定） H0001 固定値 

１２ Ｄ５８１ 横表示範囲 H0000 表示範囲：ステージの端まで 

１３ Ｄ５８２ 状態、速度 H0000 静止表示、速度：００ 

１４ Ｄ５８３ ００、制御 H0000 保持時間で制御 

１５ Ｄ５８４ 回数／保持時間 H0000 制限なく表示 

１６ Ｄ５８５ 表示面、国コードフォント H0001 表示面：００固定 

国コード：日本語８×16、16×16 
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４）イベントフロー 
本プログラムでのイベントフローを以下に示します。 

 
図６．イベントフロー 

 
５）タイミングチャート 
本プログラムのタイミングチャートを以下に示します。 

 
図７．タイミングチャート 

 
 
 
 
 
 
 
 

コマンド送信 

ﾒｯｾｰｼﾞ表示要求(M300) 

（→本プログラム） 

ﾒｯｾｰｼﾞ表示コマンド送信 

（ＱＪ７１Ｅ７１－１００→ＶＭ） 

ＡＣＫ返信 

（ＶＭ→ＱＪ７１Ｅ７１－１００） 

ＡＣＫ受信完了(M301) 

（本プログラム→） 

ﾒｯｾｰｼﾞ表示 

（ＶＭ） 

ﾒｯｾｰｼﾞ 

表示 

ＡＣＫ返信 

QCPU ＶＭ 

メッセージ表示コマンド 

送信 
ＡＣＫ返信 
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２．４補足事項 
１）通信エラー発生時の処理 
本プログラムは通信エラー発生時の処理を含んでおりません。要求動作に合わせて 
必要に応じてエラー処理を行ってください。以下はその例となります。 

表示処理実行時に各種エラーフラグがセットされた場合 
１． エラーフラグのリセット 
２． 一定時間経過待ち後に表示処理の再実行 

 

２）ＶＭからＡＣＫ返信が無い場合の処理 

本プログラムでは送信コマンドに対するＶＭからの応答が無い場合に、タイムアウト 
時間経過でＶＭからのＡＣＫ返信待ち処理を終了するようにしています。その時間は 
プログラム中のＴ０で規定しており、２０を設定しています。 
従ってタイマーの時限がデフォルトの１００ｍＳである場合は、タイムアウト時間は 
２０００ｍＳとなります。通常は必要ありませんが、タイマーの時限をデフォルトから 
変更している等でタイムアウト時間を変更したい場合は、必要に応じてＴ０の設定値を 
２０から変更してください。 

 


